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1. 検討経緯 

福井県では、河川法に基づき治水及び利水対策を目的として、河内川ダムの建設を進めていた

ところであったが、国において、「できるだけダムにたよらない治水」への政策転換が進められ、

｢今後の治水対策のあり方に関する有識者会議｣により、平成22年9月27日、ダム検証に関する「中

間とりまとめ」が策定された。これを受けて、平成22年9月28日、国土交通大臣から福井県知事に

対して｢ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目｣（以下、細目とする。）に基づ

き、ダム事業の検証に係る検討を実施するよう要請があった。 

福井県では、この細目に基づき、関係地方公共団体からなる検討の場である「河内川ダム検証

県・市町検討会」を開催し河内川ダム事業に係る検討を行った。また、主要な段階でパブリック

コメントを行い広く県民の意見を募集するとともに、学識経験を有する者、関係住民、関係利水

者の意見を聴取し、対応方針（原案）をとりまとめた。この対応方針（原案）について福井県公

共事業等評価委員会の意見を聴いたうえで、県の対応方針を決定した。 
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図- 1.1 河内川ダム検証に係る検討の進め方 
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（1）対象とするダムの事業等の点検（確認） 

現計画に対し総事業費、洪水実績、堆砂計画、水需給計画、利水容量、工程の6項目について点

検（確認）を行った。その結果、全ての項目について、現計画を変更する必要はなかった。 

 

（2）目的別の対策案の抽出 

洪水調節の観点から様々な方策を検討した結果、北川流域での治水対策案の有力案として、「河

川改修案」、「遊水地＋河川改修案」、「放水路＋河川改修案」、「雨水貯留＋河川改修案」の

４方策を抽出した。 

新規利水の対策の観点から様々な方策を検討した結果、対策案の有力案として、「河道外貯留

施設（貯水池）案」、「海水淡水化案」の２方策を抽出した。 

流水の正常な機能の維持の対策案についても様々な方策を検討した結果、「河道外貯留施設(貯

水池)案」の１方策を抽出した。 

 

（3）目的別の総合評価 

治水対策案、新規利水対策案及び流水の正常な機能の維持の対策案として抽出された有力案と

現行計画である河内川ダム＋河川改修案について、安全度やコスト、実現性等の各評価軸に対し、

総合評価を行った。 

 

（4）総合的な評価 

各目的別の検討を踏まえて、河内川ダムに関する総合的な評価を行った。 

 

（5）関係地方公共団体からなる検討の場 

河内川ダム事業の検証に係わる関係地方公共団体からなる検討の場として、「河内川ダム検証 

県・市町検討会」を設置した。開催日および構成員は下表のとおりである。 

 

表-1.1 「河内川ダム検証 県・市町検討会」開催日 

回数 開催日 

第1回 平成22年10月28日 

第2回 平成22年12月 5日 

第3回 平成23年 3月17日 

第4回 平成23年 6月 1日 

 

表- 1.2 「河内川ダム検証 県・市町検討会」構成員 

区 分 職 名 氏 名 備考 

構成員 

小浜市長 松崎 晃治  

若狭町長 森下 裕１  

福井県土木部長 西山 幸治 第 1回～第 3回は近藤幸次 

京都大学名誉教授 池淵 周一 第 2回から参加 

京都大学大学院教授 細田 尚一 第 2回から参加 
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（6）意見聴取等の概要 

平成22年11月17日に河内川ダム検証に関する意見募集を開始するとともに、学識経験を有する

者として北川の流域の状況や河川整備計画に精通している福井県嶺南地域流域検討会委員から意

見聴取を行った。平成23年3月30日（若狭町）、4月6日（小浜市）に住民説明会を開催するととも

に、平成23年3月23日～4月22日にパブリックコメントを行い、広く県民の意見を募集した。また、

関係利水者、関係地方公共団体の長の意見を聴取し、平成23年6月9日に福井県公共事業等評価委

員会を開催した。 

 

表- 1.3 意見聴取等の経緯 

開催日 開催内容 

平成22年11月17日 

～平成23年 3月22日 
河内川ダム検証に関する意見募集 

平成22年11月20日 福井県公共事業等評価委員会 現地視察 

平成22年11月24日 第1回 河内川ダム検証 福井県嶺南地域流域検討会 

平成23年 2月15日 第2回 河内川ダム検証 福井県嶺南地域流域検討会 

平成23年 3月23日 

    ～4月22日 
パブリックコメント 

平成23年 3月30日 住民説明会（若狭町） 

平成23年 4月 6日 住民説明会（小浜市） 

平成23年 4月14日 

    ～4月25日 
学識経験を有する者、関係利水者の意見聴取 

平成23年 6月 1日 

   ～ 6月 3日 
関係地方公共団体の長の意見聴取 

平成23年 6月 9日 福井県公共事業等評価委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-1 

 

2. 流域及び河川の概要について 

2.1 流域の地形・地質・土地利用等の状況 

（流域の概要） 

北川は、福井県と滋賀県の県境をなす野坂山地の三十三間山（標高 842m）付近に源を発し、天

増川として滋賀県内を南流し、県境付近で寒風川をあわせて北川となる。北川は福井県に入って

流路を北西に転じ、若狭町で河内川、鳥羽川、杉山川などをあわせ、さらに小浜市に入って野木

川や遠敷川などをあわせて若狭湾に注ぐ一級河川である。 

流域面積 210.2km2、幹川流路延長 30.3km をなし、その流域の約 83％が山林等、約 12％が農地、

約 5％が宅地その他で構成されている。また北川流域は、小浜市、高島市、若狭町の 2 市 1 町か

らなり、若狭地方における社会・経済・文化の基盤をなしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 2.1 北川流域図 
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（地形・地質） 

北川流域は、河口周辺の三角州性低地、北川沿いの扇状地性低地、その周辺をとりまく嶺南山

地により構成される。嶺南山地は、北川に沿って走る熊川断層により北部の三遠山地と南部の若

丹山地に区分され、南部、東部は標高500～900m、北部は標高200～300mとなっている。北川上流

域の河岸段丘、遠敷川上流域の崩壊地形、遠敷川中流域の鵜の瀬は、「福井県のすぐれた自然/

福井県(1999年)」によると、地形形成史から見て典型的な地形として重要とされている。また、

北川河口付近一帯は、変化に富む海岸線と海食断崖など海岸美に恵まれ、若狭湾国定公園に指定

されている。 

 

 
出典：土地分類図(地形分類図)/(財)日本地図センター(1974) 

図- 2.2 地形分布図 



2-3 

 

北川流域の山地部は、概ね古生代の固結堆積物により構成されている。北部の山地は輝緑凝灰

岩・粘板岩等が分布する。南部の山地は輝緑凝灰岩・粘板岩のほか、珪岩質岩石、石灰岩を伴う

地層が分布する。北川沿いには、沖積世の未固結堆積物である泥・砂・礫が分布する。 

 

 

出典：土地分類図(表層地質図)/(財)日本地図センター(1974) 

図- 2.3 表層地質図 
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河床勾配は、源流から山地と低平地の境界となる瓜生大井根頭首工までの上流部と、瓜生大井

根頭首工から感潮域となる丸山橋付近までの中流部、感潮域の丸山橋付近から河口までの下流部

に分かれ、上流部は約 1/30、中流部では約 1/120～1/390 の急勾配となっている。下流部では約

1/790 と比較的緩やかとなっている。 

 

 

下 流

部 

中 流

部 

上 流

部 

 

 

図- 2.4 河川形態区分図 

 

表- 2.1 河川形態区分表 

区分 下流部 中流部 上流部 

区間 河口～丸山橋 丸山橋～瓜生大井根頭首工 瓜生大井根頭首工～源流 

地形 三角州性低地 扇状地性低地 山地 

特性 感潮域、塩性湿地 瀬・淵、礫河原、湿地 渓流（瀬・淵） 

河床材料 砂礫 砂礫～礫 岩、礫 

勾配 約 1/790 約 1/120～1/390 約 1/30 

 

 

 

 

丸山橋 

瓜生大井根頭首工 
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（気候） 

北川流域の気候は、西方が小浜湾に面し、東方には1,000m未満の山々を背にしているが、奥行

きが狭く、平野部と山間部では多尐の差が見られるものの、気温の年較差が尐なく、若狭湾沖を

流れる対馬暖流の影響もあって比較的温暖な気候である。小浜観測所での年平均気温は14.4℃と、

全国平均13.7℃よりも温暖である。 

また、北川流域は日本海型気候区に属し、降水量は、冬期、夏期と台風期に多い。年間降水量

は、山地部では2,400～2,600mm、平地部で2,200～2,400mmであり、全国平均約1,700mmよりも多い。

また、降雪量としては山地部で200～300cm、平地部で100～200cmである。 

 

 

 

出典：福井県の気象百年 

図- 2.5 平均気温の分布（1979～1990） 

 

 

出典：気象庁データ 

図- 2.6 小浜観測所の月別平均気温と月別平均降水量 

（S54～H20 の 30 年間の平均） 

 

注)赤枠は北川流域を示す 
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出典：気象庁データ，福井河川国道事務所データ 

図- 2.7 小浜観測所と熊川観測所の月別平均降水量 

（小浜：S54～H20 の平均，熊川：S54～H20 の平均） 

 

 

 

 

 

 

出典：福井県の気象百年                     出典：福井県の気象百年 

図- 2.8 年間降水量の分布            図- 2.9 年降雪量の分布 

（1979～1990）                  （1953～1996） 

 

注)赤枠は北川流域を示す 注)赤枠は北川流域を示す 
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(流況) 

北川の下流部の流量観測地点である高塚の昭和47年から平成20年までの過去37年間の各流況の

平均は、豊水流量14.3m3/s、平水流量8.1m3/s、低水流量4.0m3/s、渇水流量1.3m3/sである。北川

は一級河川の中では210.2km2と流域面積も小さく、流量は尐ない河川で、扇状地形であることか

ら伏流しやすく瀬切れが生じやすい。 
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図- 2.10 高塚地点の流況 

 

高塚観測所

新道観測所

小浜観測所

上根来観測所

熊川観測所

大鳥羽観測所

市場観測所

天徳寺観測所

水位・流量観測所
雨量観測所

小浜観測所(気)

（県）治水・利水基準地点：新道

（県）利水基準地点：下吉田

河内川ダム

（国）治水・利水基準地点：高塚

 

図- 2.11 雨量および水位・流量観測所位置図 
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（水質） 

北川流域では、国・県が連携し 5 箇所の観測地点で生活環境項目、健康項目をはじめとする河

川水質について定常的な監視を行っている。北川の水質環境基準の類型指定と指定水域の範囲、

達成期間等は、下表に示すとおりである。環境基準点として、高塚橋（下流）、新道大橋（上流）

が設定されている。毎年の全国の水質調査結果において、常に上位にランクされ、非常に清らか

な流れを保っている。 

 

表- 2.2 北川水系 水質環境基準と達成状況 

河川名 区 間 類型指定 環境基準点 達成期間*1 備考 

北川 
北川上流（新道大橋から上流） A*2 新道大橋 イ 福井県告示 

S49.3.1 北川下流（新道大橋から下流） A 高塚橋 ロ 
（*1：「達成期間」  イは直ちに達成  ロは 5年以内で可及的速やかに達成） 

（*2：類型 A：BOD75％値 2.0mg/L 以下） 

 

 

高塚橋 

  

西津橋   

  

上中橋   
新道大橋   

鳥羽川末端   

  

A 類型   

  

  

  

環境基準点 

水質調査地点 
 

図- 2.12 北川水系環境基準類型指定図 
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図- 2.13 環境基準点の水質の経年変化（BOD 平均値，75%値） 
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（土地利用） 

流域では、山林等が約 83%を占め、水田や畑地等の農地が約 12%、宅地等その他が約 5%となっ

ている。土地利用の割合は、近年大きな変化はない。 

 

＜昭和 51年＞                ＜平成 18年＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 2.14 土地利用の変遷 

 

北川流域は、古代から畿内の外港的な存在であり、日本海沿岸諸国の物資や旅人達がこの地に

集まり、陸路を通って大津・京都へと向かったことから、古来より、陸上交通の上で重要な役割

を果たしてきた。 

国道 27 号は、福井県敦賀市から京都府丹波町に至る道路であり、北川及び鳥羽川に並行してい

る。国道 162 号は、福井県敦賀市から京都市に至る道路であり、若狭湾・小浜湾沿いに位置する。

国道 303 号は、岐阜県岐阜市から滋賀県の湖北地方を経由して福井県三方上中郡若狭町に至る道

路であり、流域内の国道 27 号と国道 303 号は、若狭街道や鯖街道と呼ばれている。 

また、舞鶴若狭自動車道が小浜西 IC まで完成しており、流域内を経由して敦賀市まで延伸され

る計画である。 

JR 小浜線は、北陸本線敦賀駅から京都府舞鶴市の東舞鶴駅を結ぶ路線であり、福井県嶺南部の

幹線となっている。 

土地利用 昭和 51 年 昭和 62 年 平成 9年 平成 18 年 

農地（田・畑） 13.5% 13.3% 13.3% 12.4% 

森林・荒地 84.1% 84.1% 83.3% 82.5% 

宅地 1.8% 1.9% 2.6% 2.9% 

その他 0.6% 0.7% 0.8% 2.2% 

 

田
畑・果樹園等
森林
荒地
建物用地
幹線道路用地
その他の用地
河川及び湖沼
ゴルフ場

土地利用　凡例
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出典：北陸道路地図スーパーマップル/㈱昭文社(1996) 

図- 2.15 交通網図 

 

北川および河内川の想定氾濫区域内には災害時要援護者関連施設として、小学校が 6施設、養

護学校が 1施設、公民館が 5施設、保育施設が 6施設、病院が 5施設、社会福祉施設が 3施設あ

る。 

想定氾濫区域内施設数

小 学 校 6

養 護 学 校 1

公 民 館 5

保 育 施 設 6

病 院 5

社会福祉施設 3
 

図- 2.16 想定氾濫区域内の災害時要援護者関連施設等位置図 
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（人口と産業） 

国勢調査によると、北川流域を含む小浜市及び若狭町の人口は、昭和 45 年までは減尐傾向にあ

ったが、その後はほぼ横ばい傾向となっており、平成 17 年で小浜市は 32,182 人、若狭町は 16,782

人となっている。世帯数は、ゆるやかな増加傾向が続いており、平成 17年で小浜市は 11,136 世帯

（約 2.9 人/世帯）、若狭町は 4,827 世帯（約 3.5 人/世帯）となっている。 

また、为な集落の形態として、独立した山間部集落、農業を中心とした農業集落、人口が集中し

た都市部を形成している。 

 

小浜市

32,18233,29533,49633,77434,01134,04933,89033,70235,16036,236

10,96510,3919,9199,5849,4749,0798,7168,6118,479
11,136
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昭和35年昭和40年昭和45年昭和50年昭和55年昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年
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注）平成 12 年以前は旧上中町と旧三方町の合計値とした。 

出典：国勢調査    

図- 2.17 人口と世帯数の推移 

 

 

産業規模について、福井県全体に対する割合は、小浜市と若狭町を合わせて農業産出額で約8％、

工業製造品出荷額で約6％、商品販売額で約4％となっている（平成17年）。また、小浜市には寺社

が多く存在することから「海のある奈良」といわれ、わが国における典型的なリアス式海岸であ

る若狭湾を望み、若狭湾国定公園などがあって、観光産業の振興も図られている。 

平成 17 年の産業別就業人口は、小浜市、若狭町、高島市について、1 次産業に約 8％、2 次産業
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に約 31％、3次産業に約 61％で、第 1次産業の就業人口が減尐し、3次産業の就業人口が増加して

いる。また、歴史的産業としての伝統工芸には、若狭塗、若狭めのう細工、若狭和紙があり、塗箸

は全国の 80％を小浜市で生産している。 
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注）平成 12 年以前は旧上中町と旧三方町の合計値とした。 出典：国勢調査    

図- 2.18 流域関係市町の産業別就業人口の推移 

 

表- 2.3 流域関係市町別産業別就業人口(H17 国勢調査) 

県名 市町名 
就業者数（人） 

総数 第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能 

福井県 
小浜市 16,042 839 4,832 10,318 53 

若狭町 8,476 995 2,281 5,180 20 

滋賀県 高島市 26,634 2,050 8,897 15,574 113 

 

 

 

 

 

 

 

 

若狭塗          若狭めのう細工          若狭和紙 

出典：若狭おばま観光協会 HP 
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（動植物） 

北川の上流部は、スギ・ヒノキ植林やブナ林で構成される山地を流れる急峻な渓谷であり、瀬、

淵が連続する渓流環境を成している。为な水辺植生としてはツルヨシ群落やヤナギ林等の河畔林

が分布し、タカハヤ、ヤマメ等の魚類が優占種となっているほか、回遊性のシマヨシノボリ、オ

オヨシノボリ等も確認される。 

中流部は、水田が広がる扇状地性低地を流れ、瀬、淵が連続して形成されている。为な水辺植

生としてはツルヨシ群落があり、特徴的な植物としては重要種のカワヂシャ、ミクリ、ハンゲシ

ョウなどが確認されている。高水敷では、ススキやチガヤなどの草本群落が見られる。魚類では

オイカワ、カワムツ等が優占しており、瀬の礫間や礫混じり砂底などに生息する重要種のアカザ

やスナヤツメが生息している。 

感潮域となる下流部は、ヨシ原が見られるほか、シオクグが帯状に群落を形成しており、汽水

域の底生生物にとって重要な生息環境となっている。また、重要種のシラウオ、シロウオの産卵

場となっているほか、イシマキガイが生息している。 

そのほか、哺乳類ではニホンカモシカ、カヤネズミ、鳥類ではクマタカ、チュウサギ、両生類

ではニホンアマガエル、昆虫類ではムカシトンボ等、重要種102種を含む各種動物が生息しており、

植物については45種の重要種が確認されるなど、北川水系内には希尐な種を含む多くの動植物の

生息・生育・繁殖の場となる良好な河川環境が残されている。 

しかしながら、本川においてはアユ、カマキリなどの回遊魚が確認されているものの、河口か

ら約18kmの区間には取水堰等の横断工作物が15箇所設置されており、中には魚道が整備されてい

ないものがあるなど魚類等の遡上・降下に影響を与えている。そのため、回遊魚のうち比較的遡

上能力の高いアユやシマヨシノボリは本川上流部（県管理区間）や支川においても確認されてい

るが、カマキリは本川中下流部（国管理区間）でしか確認されていない。 

近年では、特定外来種のオオキンケイギク、アレチウリをはじめとする、外来種の分布も確認

されている。また、下流域の国富地区は、日本産コウノトリが国内で絶滅する前の最後の繁殖地

であったことから、地元住民により、再びコウノトリが生息できる環境づくりを目的とした取り

組みがなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 2.19 北川河川状況 

下流部（西津橋付近） 上流部（天増川） 中流部（世野見井堰付近） 
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（河川利用） 

 北川水系では、アユ、コイ、フナ、オイカワ、アマゴ、ヤマメを対象とした漁業権が全区間に

設定され、漁業協同組合による放流が行われており、夏のシーズンには、多くの釣りを楽しむ人

の姿が見られる。春には、北川堤防を利用した市民マラソンが行われている。 

さらには、小浜市を流れる遠敷川の中流部にある「鵜の瀬」では、毎年3月に奈良東大寺の「お

水取り」に先がけて、「お水送り」の神事が行われる他、若狭町にある「瓜割の滝」は「名水百

選」にも選定されており、例年8月に開催される「若狭瓜割名水まつり」では、名水流しそうめん

や名水野点茶会などのイベントが催されるなど、水に関わる行事が数多くある。また、若狭町の

熊川宿を流れる「熊川宿前川」は新たに「平成の名水百選」にも選ばれている。 

このように、川や水と深い関係を持つ北川水系においては、今後も、河川が貴重な水辺空間と

しての役割を果たせるよう、現在の良好な環境を保全していくことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若狭マラソン（小浜市）           川遊び（若狭町）  

図- 2.20 河川利用状況 
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（観光施設） 

流域には、かつて若狭と京都を結ぶ鯖街道の宿場町として栄えた「熊川宿」、日本名水百選にも

選ばれた瓜割の滝で知られる「若狭瓜割名水公園」、奈良東大寺に香水を送るお水送りの神事の場

である「鵜の瀬」などの観光地が分布している。平成 21 年の観光客入込数は、小浜市で約 158 万

人、若狭町で約 148 万人となっている。 

 

 

 

図- 2.21 主な観光施設（左から熊川宿、瓜割の滝、鵜の瀬） 

 

図- 2.22 観光・レクレーション地分布図 
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2.2 治水と利水の歴史 

2.2.1 治水の歴史 

（過去の主な洪水） 

北川では、昭和28年9月の台風13号により本川及び支川で氾濫し、死者・行方不明53名、全壊流

失を含む建物被害が約1,950戸という甚大な被害を受けた。続いて昭和34年には8月の台風7号、9

月の伊勢湾台風と立て続けに台風が接近し、全壊流失を含む1,000戸を越える建物被害を受けた。

また、昭和40年9月には、台風23号及び台風24号により死者6名、家屋の浸水1,500戸余りの被害を

受け、昭和47年9月には、台風20号により家屋の浸水49戸の被害を受けるなど、これまでも幾多の

水害に見舞われている。 

 

表- 2.4 小浜市および若狭町における戦後の主な被災状況 

 
人的被害（人） 建物被害（戸） 

年月 
（出水要因） 

死者・ 
行方不明 

全壊 
流出 

半壊 床上 床下 計 

備考 

S28.9 
（台風 13号） 

53 207 1,745 4,080 6,032  

S34.8 
（台風 7号） 

0 6 10 91 975 1,082  

S34.9 
（伊勢湾台風） 

0 15 113 144 959 1,231  

S40.9 
（台風 23号,24号） 

6 6 - 290 1,272 1,568  

S47.9 
（台風 20号） 

0 0 0 4 45 49  

S57.8 
（台風 10号） 

0 0 0 1 91 92  

S63.6～7 
（梅雨前線） 

0 0 0 0 14 14  

H2.9 
（台風 19号） 

0 0 0 0 21 21  

H10.9 
（台風 7号） 

0 0 0 2 39 41  

H11.8 
（豪雨） 

0 0 0 2 38 40  

H16.10 
（台風 23号） 

0 0 0 1 18 19  

出典：福井県土木史、水害統計、小浜市・若狭町からの聞き取り 
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      ①橋の流失状況（小浜市）        ②倒壊した家屋（若狭町河内） 

図- 2.23 昭和 28年 9月 台風 13号による洪水災害状況 

 

 

③浸水被害状況（若狭町下吉田） 

図- 2.24 昭和 40年 9月 台風 24号による洪水災害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④浸水被害状況（小浜市太良庄）       ⑤浸水被害状況（小浜市羽賀） 

図- 2.25 平成 16年 10 月 台風 23 号による洪水災害状況 

  

 

③ 

① 

② 

⑤ 

④ 

写真位置図 
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（治水事業の沿革） 

北川における本格的な治水事業としては、大正15年から始まった内務省による直轄改修事業に

おける北川、南川の分離付け替え、江古川の付け替えと堤防拡築、鳥羽川の捷水トンネル、遠敷

川などの堤防拡築などが挙げられる。また、北川に多く残る霞堤については、氾濫被害を軽減さ

せる機能を有しながら、現在まで残されている。 

北川ではその後も、昭和28年の災害を契機として、本川においては昭和29年から34年まで、支

川遠敷川においては昭和28年から32年まで災害復旧助成事業により、河道拡幅、築堤、護岸工事

が行われた。 

それ以外の支川については、昭和28年及び昭和40年の水害等を契機に、小規模河川改修事業、

河川局部改良事業等により、平成にかけて河道改修が実施され、昭和44年から58年にかけては、

多田川の分離付け替えが実施された。また昭和40年、昭和47年、昭和56年の台風等による水害を

契機に、北川水系において洪水調節施設を建設する計画が検討され始め、昭和62年に河内川ダム

が建設事業採択された。 

平成20年6月に北川水系河川整備基本方針が策定され、平成21年6月には北川水系河川整備計画

（県管理区間）が策定されている。北川水系河川整備計画（国管理区間）については、現在策定

中となっている。 

 

図- 2.26 北川水系（県管理区間）における河川改修の経緯 
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2.2.2 利水の歴史 

（過去の主な渇水） 

北川水系において河川水は、かんがい用水、水道用水、発電用水等に広く利用されている。そ

のような中、過去においてたびたび渇水が発生し、農作物の不作や給水制限・断水を行うなどの

深刻な被害を受けており、特に平成6年の渇水時には、梅雨期の降雨量が123mmとかなり少なく、

梅雨明け後は月平均気温や日最高気温などの記録を更新し、7月の降雨量は8mmと極端に少なかっ

た。このため、小浜市では昭和26年に市制を敷いて以来初めて、渇水対策本部を設置し節水を呼

びかけるとともに、小浜市水道事業渇水対策本部要領を定め、水位低下に備えた。また河川水の

表面水が枯渇し、かんがい用水が不足したことから、被害面積が401ha、影響面積が1,439haと被

害の影響範囲が甚大であった。そのため、堤内地や堤外地を掘削し伏流水を汲み出し応急対策を

行った。 

 

表- 2.5 既往の渇水被害状況 

 渇水被害の状況 

S53 
・水稲被害は、県全体の42％ 

・鳥羽川は、完全に枯渇 

S60 ・稲作を中心に大被害 

H2 ・断水による渇水対策を実施 

H6 

・断水、プールの使用制限を実施 

・給水制限、節水広報、節水依頼などの対策を実施 

・河川水が枯渇し、掘削し伏流水を活用 

・影響面積：1,439ha、被害面積：401ha 

H8 
・ポンプ給水、時間制限を実施 

・影響面積：622ha、被害面積：11.9ha 

H12 
・河川水が枯渇し、掘削し伏流水を活用 

・影響面積：751ha 
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渇水時の北川の様子（若狭町天徳寺付近）   水田つぶし地下水掘削（世野見井堰） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井新聞（平成6年7月29日）          福井新聞（平成6年8月1日） 

図- 2.27 渇水被害状況（平成 6年） 

 

 
河川を掘削して伏流水を利用（若狭町天徳寺付近） 

図- 2.28 渇水被害状況（平成 12年） 
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（利水事業の沿革） 

(1) 小浜市上水道事業 

小浜市上水道事業は、生活様式の変化に伴う公衆衛生の確保・生活環境の改善を図るため、昭

和34年に創設された。その後、第1期（昭和52年）、第2期（昭和57年）の拡張を行い、給水人口・

給水量の増加に対応してきた。平成元年の第3期拡張事業において、上水道区域周辺に点在する簡

易水道事業の統合なども含めた給水区域の拡張や水需要の増加に対応する必要から、当面の水源

不足に対応する地下水源を新設するとともに、将来にわたり安定した水源を確保するべく河内川

ダム事業へ参画し、第1次（平成5年）、第2次（平成17年）の変更を経て現在にいたっている。 

 

 

図- 2.29 小浜市水道事業給水区域図（H22.3 時点） 
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(2) 若狭町上水道事業（上中町上水道事業） 

生活様式の向上に伴う公衆衛生の確保・生活環境の改善を図るため、昭和47年に上中町上水道

事業が創設された。その後、第1期（昭和56年）、第2期（平成元年）の拡張を行い、給水人口・

給水量の増加に対応してきた。平成元年の第2期拡張事業において、将来にわたり安定した水源を

確保するために河内川ダム事業に参画し、現在は第3期拡張事業を計画的に進めている。 

 

 

 

図- 2.30 若狭町上水道給水区域図（H21.3 時点） 

 

 

 

 

●天増川水源 

●野木第 1水源（地下水） 

●井ノ口第 2水源（地下水） 

■熊川第 1浄水場 第 1号配水池■ 
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6.2  対応方針 

○流域の概要 

北川は、福井県と滋賀県の県境をなす野坂山地の三十三間山付近に源を発し、山間部をぬけ、

水田の広がる若狭町を流下し、人口・資産の集中する小浜市街地を貫流し若狭湾に注ぐ一級河川

である。 

流域面積は 210.2km2、幹川流路延長は 30.3km であり、流域面積の 83%を山林が占めている。ま

た、その流域内を国道 27 号や 303 号、舞鶴若狭自動車道、JR 小浜線が位置し、福井県嶺南部の

陸上交通の上で、重要な役割を果たしてきた。 

 

○過去の洪水および渇水被害の状況と対策の必要性 

北川では、昭和 28 年 9 月の台風により、死者、家屋全壊・半壊、床上浸水など甚大な被害を受

けてきた。その後、昭和 34 年、昭和 40年、昭和 47年においても被害を受けるなど、これまで幾

多の水害に見舞われている。流域の大半が山地を占め、下流部から上流部の河床勾配が 1/790～

1/30 程度の急流河川であり、急流部を一気に流下した洪水がひとたび小浜市街地で氾濫すると甚

大な被害が発生する。近年の短期集中豪雨の発生など洪水の危険性が高まる中、今後も流域全体

での治水安全度の向上に向けての計画的な整備が必要となっている。 

 また、北川水系の河川水は、かんがい用水、水道用水、発電用水等に広く利用されている中、

過去においてたびたび渇水が発生しており、特に平成 6 年の渇水では河川水の表面水が枯渇し、

401ha の農地に被害が発生した。 

 

○北川および河内川における河川整備基本方針及び河川整備計画 

北川水系については、平成 20 年 6 月に「北川水系河川整備基本方針」が策定され、平成 21 年

6 月には「北川水系河川整備計画（県管理区間）」が策定されている。河川整備計画では、重要路

線が近接しているなどの河川の特徴や、流域の規模等を総合的に判断し、概ね 30 年に 1回程度発

生する降雨による洪水に対応することを目標としており、局部的な堆積土砂の浚渫や、堤防の補

修（築造）等により、現況河道の確保と流水の正常な機能を維持するとともに、新規用水（特定

かんがい、水道用水、工業用水）の確保を目的とした多目的ダムによる洪水調節を行うこととし

ている。 

国管理区間については、現在策定中であるが、「北川水系河川整備計画（案）（国管理区間）」に

おいて、遠敷川合流点から下流部では戦後最大となる昭和 28 年 9 月洪水を考慮し、河道で

1,400m3/s の流下能力を確保することとしている。なお、第 7 回北川流域委員会資料にも示され

ているとおり、河内川ダムは高塚地点において約 100m3/s の洪水調節効果がある。 

 

○事業の経緯および進捗状況 

河内川ダム建設事業は、昭和 58 年実施計画調査、昭和 62 年に建設事業に採択された。平成元

年には利水者との基本協定を締結した。平成 5年に補償基準を妥結し、現在までに水没家屋 35 戸

の移転および用地買収が完了している。 

現在、ダム本体については調査や詳細設計を完了するとともに、付替道路についても工事を進

めており、事業費ベースでの進捗率は 45.2%となっている。 








